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１
　

常
陸
太
田
市
行
政
改

　
　
革
大
綱
に
つ
い
て

　
行
財
政
の
運
営
や
事
業
の
実
施
に
当

た
り
、
目
標
達
成
、
工
程
表
の
公
表
、

本
庁
と
支
所
の
事
務
機
能
の
分
担
、職

員
研
修
の
実
施
、
ま
た
、
行
革
大
綱
の

中
に
、市
民
の
参
加
と
協
働
が
基
本
に

あ
る
と
な
っ
て
い
る
が
、地
域
と
の
協

働
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

　　
市
長
　
常
陸
太
田
市
行
政
改
革
大
綱
に

つ
い
て
の
目
標
達
成
、
工
程
表
な
ど
の
提

示
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

市
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
広
報

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
本
庁
、
支
所
の
事
務
機
能
の
分
担
に
つ

い
て
は
、
平
成
19
年
４
月
の
機
構
改
革
に

向
け
て
、
主
に
各
事
業
部
門
の
一
本
化
を

中
心
課
題
と
し
て
、
検
討
を
開
始
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
県
あ
る
い
は
国
へ
の
派
遣
研

修
等
に
加
え
て
、
民
間
の
企
業
に
も
お
願

い
を
し
て
、
こ
の
派
遣
研
修
を
す
る
こ
と

で
、
平
成
18
年
度
の
実
施
に
向
け
て
、
民

間
企
業
と
打
ち
合
わ
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ

益
子
慎
哉
議
員

７

年
度
の
補
正
の
予
算
の
中
で
、
16
億
９
０

０
０
万
円
の
黒
字
、18
年
度
予
算
で
は
、14

億
円
の
黒
字
を
見
込
ん
で
の
予
算
計
上
と

な
っ
て
い
る
。

　
赤
字
に
な
っ
て
い
た
平
成
９
年
度
は
、

白
羽
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
、
12
年
度
は
、
総
合
福
祉
会
館
、
佐

都
小
学
校
の
校
舎
、
西
小
沢
小
学
校
の

プ
ー
ル
な
ど
の
整
備
に
よ
り
、
一
時
的
な

借
入
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
平
成
18
年
度
予
算
は
、
37
億
円

の
元
利
償
還
金
に
対
し
て
、
市
債
の
計
上

を
23
億
円
に
抑
え
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
を
当
初
予
算
時
に
お
い
て
も
14
億
円

の
黒
字
と
し
て
、
後
年
度
負
担
の
軽
減
を

図
る
考
え
で
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
黒
字
を
堅
持
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　
市
債
の
残
高
見
込
み
は
、
平
成
16
年
度

末
は
３
１
４
億
円
で
、
平
成
17
年
度
末
は

３
０
３
億
円
、
18
年
度
末
に
は
２
９
４
億

円
程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。
地
方
債
残
高

は
、
平
成
18
年
度
予
算
編
成
方
針
に
お
い

て
も
抑
制
し
、
新
た
な
借
り
入
れ
は
元
金

償
還
額
以
下
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
公
債
費
の
償
還
額
は
、
平
成
19
年
度

の
39
億
円
余
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
そ
の
後

は
緩
や
か
に
減
少
す
る
も
の
と
見
込
ん
で

い
る
。

　【
立
原
議
員
　
他
の
質
問
事
項
】

　
・
市
長
施
政
方
針
全
般
に
つ
い
て

　
・
平
成
18
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

　
・
平
成
18
年
度
職
員
採
用
に
つ
い
て

　
・
職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化
に
つ

　
　
い
て

　
・
嘱
託
職
員
の
削
減
に
つ
い
て

　
・
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

　
・
里
川
西
部
県
営
圃
場
整
備
完
了
地

　
　
区
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

　
・
産
業
廃
棄
物
違
法
焼
却
及
び
不
法

　
　
投
棄
に
つ
い
て

　
・
県
道
日
立
・
笠
間
線
の
推
進
動
向

　
　
に
つ
い
て

　
・
常
陸
太
田
市
学
習
塾
の
現
状
に
つ

　
　
い
て

　
・
公
共
事
業
の
全
一
般
競
争
入
札
制

　
　
度
化
に
つ
い
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
経
常
的
な
業
務
の

効
率
向
上
な
ど
を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
の

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
民
間
企
業
的

な
考
え
方
も
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、取
り
入
れ
た
次
第
で
あ
る
。

　
地
域
協
働
の
推
進
に
つ
い
て
は
地
域
の

課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
実
現
を
す
る
観
点

か
ら
も
、
住
民
や
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
を
す
る
団
体
な
ど
と
、
積
極
的
に
こ
れ

を
支
援
し
な
が
ら
進
め
て
い
こ
う
と
い
う

考
え
を
基
本
的
に
持
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
市
の
職
員
に
つ
い
て
も
、
地
域

の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
、
奉
仕
作
業
、
学

校
行
事
等
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に

参
加
を
す
る
よ
う
に
勧
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　　
２
　

農
業
問
題
に
つ
い
て

　
国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

が
昨
年
決
定
さ
れ
、品
目
横
断
的
経
営

安
定
対
策
が
19
年
４
月
か
ら
始
ま
る

が
、
米
と
そ
ば
は
、
対
策
の
対
象
外
で

あ
り
本
市
独
自
の
施
策
を
考
え
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
地
産
地
消
に
つ
い
て
、

特
に
学
校
給
食
の
内
容
、
品
目
、
量
や

地
元
ス
ー
パ
ー
へ
の
働
き
か
け
に
つ
い

て
。
さ
ら
に
、
担
い
手
育
成
に
つ
い
て

本
市
と
し
て
独
自
の
支
援
な
ど
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

　

※
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

　
　
公
債
な
ど
の
借
入
収
入
を
除
い
た
税

　
収
な
ど
に
よ
る
歳
入
と
、
借
入
に
対
す

　
る
元
利
払
い
を
除
い
た
歳
出
収
支
の
こ

　
と
。
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立
原
正
一
議
員

　
平
成
十
八
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、

十
四
名
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。（
通
告
順
に
掲
載
）

一

般

質

問

６

　
１
　

茨
城
県
合
併
市
町
村

　
　
幹
線
道
路
緊
急
整
備

　
　
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
茨
城
県
は
、合
併
後
の
新
市
町
の
均

衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、合
併
市
町

村
幹
線
道
路
緊
急
整
備
支
援
事
業
に
つ

い
て
制
度
化
し
て
い
る
が
、当
市
に
お

け
る
道
路
整
備
へ
の
支
援
実
情
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　　
建
設
部
長
　
合
併
に
伴
い
市
道
の
磯
部

天
神
林
線
が
支
援
対
象
道
路
で
あ
る
。
平

成
16
年
11
月
の
第
１
回
の
指
定
を
受
け
て

い
る
。
支
援
の
内
容
は
、
こ
の
路
線
の
事

業
費
11
億
円
で
予
定
を
し
て
お
り
、
交
付

税
措
置
と
し
て
７
億
３
０
０
０
万
円
、
66.5

％
、県
支
援
と
し
て
２
億
６
０
０
０
万
円
、

23.5
％
、市
の
負
担
は
１
億
１
０
０
０
万
、10

％
で
あ
る
。
　

　　
２
　

常
陸
太
田
市
台
地
商

　
　
店
会
へ
の
核
施
設
設

　
　
置
に
つ
い
て

　
当
市
台
地
の
商
店
会
の
現
状
を
見

聞
、
考
え
た
と
き
に
、
鯨
ケ
丘
の
明
か

り
を
消
し
て
は
い
け
な
い
と
訴
え
て
き

た
が
、以
前
か
ら
提
案
し
て
い
る
台
地

へ
の
核
と
な
る
施
設
、展
望
台
つ
き
の

食
事
ど
こ
、
宿
泊
施
設
、
安
く
売
れ
る

生
鮮
食
品
の
販
売
所
、
金
融
・
医
療
施

設
な
ど
、
そ
の
核
た
る
も
の
を
設
置

し
、夜
間
の
人
口
増
を
図
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
考
え
を
伺
い
た
い
。

　　
市
長
　
鯨
ケ
丘
商
店
街
な
ど
高
台
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
策
定
委
員
会
や

ま
ち
づ
く
り
寄
り
合
い
な
ど
５
回
の
会
合

を
通
し
て
、
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
よ

う
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
中
で
、
中
心
市
街
地
の
核
と

な
る
施
設
、
あ
る
い
は
活
性
化
を
図
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
高
台
に
あ
る

歴
史
的
建
造
物
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
を
活
性
化
の
拠
点
施
設
と
位
置
づ
け
、

梅
津
会
館
の
複
合
活
用
や
消
防
署
跡
地
、

蔵
、路
地
な
ど
も
あ
わ
せ
て
活
用
し
て
、そ

ば
や
米
、
特
産
品
の
食
材
を
利
用
し
た
特

色
の
あ
る
お
店
の
誘
導
、
さ
ら
に
は
朝
市

な
ど
を
考
え
て
、
こ
の
ま
ち
の
歴
史
と
食

の
文
化
を
前
面
に
押
し
出
す
よ
う
な
取
り

組
み
を
も
っ
て
、
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

環
境
が
つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
計
画
も
お
お
む
ね
ま
と
ま
っ
て
ま
い
り
、

最
終
段
階
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
具
体
化
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
商
店

会
、
町
内
会
の
取
り
組
む
意
欲
、
機
運
の

醸
成
が
最
も
大
切
で
あ
る
の
で
、今
後
、関

係
課
、
県
、
商
工
会
、
あ
る
い
は
商
店
会

な
ど
と
十
分
に
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
沿
っ
て
事

業
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
団
体
等
の
後
押

し
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
商
店
が
そ
の
地
域
に
出
店
す
る

場
合
、消
費
者
の
環
境
な
ど
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
な
ど
を
行
っ
て
、
情
報
分
析
し

て
の
出
店
と
な
る
の
が
常
で
、
現
状
で
は

な
か
な
か
難
し
い
も
の
が
あ
る
と
思
う
。

　
し
か
し
、中
心
市
街
地
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
空
き
店
舗
の
活
用
も
考
え
、
そ
の
に

ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
３
　

財
政
の
健
全
化
に
つ

　
　
い
て

　
当
市
の
よ
う
に
依
存
財
源
の
多
い
自

治
体
は
財
政
運
営
に
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、平
成
元
年
か

ら
平
成
17
年
度
ま
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
の
状
況
、ま
た
、平
成
16
年
、

17
年
、18
年
に
つ
い
て
市
債
の
発
行
と

残
高
の
動
向
、
公
債
費
の
動
向
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。　
　

　
市
長
　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
年
度
は
、
平
成
９

年
度
、平
成
12
年
度
の
２
年
間
で
あ
る
。平

成
16
年
度
、
合
併
後
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
は
６
億
７
０
０
０
万
の
黒
字
、
17


